
最
さい

近
きん

、「AI」という言
こと

葉
ば

をよく耳
みみ

にする
ようになったね。雑

ざっ

誌
し

やテレビなどでた
びたび取

と

り上
あ

げられるけれど、「ほんとは
何
なん

なの?」と思
おも

っている人
ひと

も多
おお

いのでは?  
実
じつ

は、「AI」は毎
まい

日
にち

の暮
く

らしをはじめ、さ
まざまなところで使

つか

われている、とても
身
み

近
ぢか

で大
たい

切
せつ

なものなんだ。夏
なつ

休
やす

みを利
り

用
よう

して、そんなAIについて調
しら

べてみよう。

もっと仲
なか

良
よ

くなろう!!

お家
うち

の人
ひと

と
　いっしょに読

よ

んで、 と、
AI
ー人

じん

工
こう

知
ち

能
のう

ー
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夏
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「AI」というと、人
にん

間
げん

とよく似
に

た「ロボット」のようなものを想
そう

像
ぞう

するかもしれないね。でも、正
ただ

しくいうと、「AI」とロボット

は同
おな

じじゃないよ。「AI」（A
アーティフィシャル

rtificial I
インテリジェンス
ntelligence）とは、「人

じん
工
こう

知
ち

能
のう

」のこと。ロボットそのものではなく、ロボットでいえば

「脳
のう

みそ」にあたる部
ぶ

分
ぶん

のことなんだ。といっても、人
にん

間
げん

とまっ

たく同
おな

じように考
かんが

えることができる、「本
ほん

当
とう

の意
い

味
み

での人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

」

はまだ存
そん

在
ざい

していないよ。「AI」は、まだまだ発
はっ

達
たつ

段
だん

階
かい

にあるんだ。

「ディープラーニング」は機
き

械
かい

学
がく

習
しゅう

の一
ひと

つ。この学
がく

習
しゅう

技
ぎ

術
じゅつ

の基
き

本
ほん

は、何
なに

かと何
なに

かを

「分
わ

ける」ことなんだ。たとえば、人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

に猫
ねこ

の画
が

像
ぞう

と猫
ねこ

じゃない画
が

像
ぞう

をたくさ

ん読
よ

み込
こ

ませて、どれが猫
ねこ

の画
が

像
ぞう

か教
おし

えてあげると、「背
せ

中
なか

が丸
まる

まっている」など

といった「猫
ねこ

の特
とく

徴
ちょう

」をAIが自
じ

動
どう

で学
がく

習
しゅう

。そして、集
あつ

めた特
とく

徴
ちょう

を組
く

み合
あ

わせ、ほか

の動
どう

物
ぶつ

の画
が

像
ぞう

と比
くら

べて、「これは猫
ねこ

だ」「これは猫
ねこ

じゃない」と自
じ

動
どう

で判
はん

断
だん

していく

んだ。この何
なに

かと何
なに

かを「分
わ

ける」力
ちから

が向
こう

上
じょう

したことで、AI自
じ

身
しん

が大
おお

きく成
せい

長
ちょう

する

ことになったんだよ。

人
にん

間
げん

と同
おな

じか、それ以
い

上
じょう

の知
ち

能
のう

を

持
も

ち、自
じ

分
ぶん

で考
かんが

え、学
まな

び・行
こう

動
どう

す

る人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

を「汎
はん

用
よう

型
がた

AI」という

んだ。ただ、技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

な問
もん

題
だい

もあり、

今
いま

のところ完
かん

全
ぜん

な汎
はん

用
よう

型
がた

AIは存
そん

在
ざい

していないよ。

一
いっ

方
ぽう

、「特
とっ

化
か

型
がた

AI」は、一
ひと

つの得
とく

意
い

技
わざ

を持
も

ち、ある決
き

まった作
さ

業
ぎょう

を

行
おこな

う人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

のこと。今
いま

のAIの多
おお

くはこの「特
とっ

化
か

型
がた

」で、いろいろ

な分
ぶん

野
や

で利
り

用
よう

されているよ。

人
にん

間
げん

のように考
かんが

える機
き

械
かい

が初
はじ

めて「人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

」と名
な

付
づ

けられたのは1956年
ねん

のこと。

それから今
いま

まで、AIは大
おお

きく3つの段
だん

階
かい

をたどって進
しん

化
か

してきたよ。

特
とっ

化
か

型
がた

AIで有
ゆう

名
めい

なのが 将
しょう

棋
ぎ

・囲
い

碁
ご

を専
せん

門
もん

とするAI。最
さい

近
きん

はどんどん

進
しん

化
か

して、実
じっ

際
さい

にプロと対
たい

局
きょく

して

勝
か

つこともあるんだよ。

将
しょう

棋
ぎ

や囲
い

碁
ご

に強
つよ

いAIも

AIはロボットと違
ちが

うの?

AIはどんどん進
しん

化
か

しているんだ

AIにはどんな種
しゅ

類
るい

があるの?

ディープラーニングの秘
ひ

密
みつAIの進

しん

化
か

を支
ささ

える

猫
ねこ
データ

汎
はん
用
よう
型
がた

特
とっ
化
か
型
がた

猫
ねこ
の特
とく
徴
ちょう

耳
みみ
が

立
た
っている

四
し
足
そく
歩
ほ
行
こう

人
にん
間
げん
と暮
く
らす

背
せ
中
なか
が

丸
まる
まっている

判
はん
別
べつ

猫
ねこ
ではない 猫

ねこ
である

たとえば、図
ず

のような迷
めい

路
ろ

を、どのように通
とお

れば早
はや

くゴールに

たどり着
つ

けるか、ということに人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

を使
つか

い始
はじ

めた。でも、

実
じっ

際
さい

の生
せい

活
かつ

にはあまり役
やく

に立
た

たなかったんだ。

第
だい1期

き ［予
よ

測
そく

して探
さが

す］時
じ

代
だい

さまざまな知
ち

識
しき

をデータとして 入
にゅう

力
りょく

しておくこと

で、 病
びょう

気
き

の診
しん

断
だん

など、暮
く

らしの中
なか

で少
すこ

しずつ役
やく

立
だ

つようになってきた。ただ、その知
ち

識
しき

を「人
ひと

がすべ

て 入
にゅう

力
りょく

しなければいけなかった」ので大
たい

変
へん

……。

第
だい2期

き

［知
ち

識
しき

をためる］時
じ

代
だい

人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

が自
じ

分
ぶん

で学
がく

習
しゅう

し、能
のう

力
りょく

を上
あ

げていく機
き

械
かい

学
がく

習
しゅう

が 急
きゅう

速
そく

に発
はっ

達
たつ

。知
し

らないことに対
たい

しての判
はん

断
だん

や予
よ

測
そく

ができやすくなっ

たことで、いろいろな技
ぎ

術
じゅつ

に応
おう

用
よう

されるようになったんだよ。

第
だい3期

き ［機
き

械
かい

が自
じ

分
ぶん

で学
まな

ぶ］時
じ

代
だい



技
ぎ

術
じゅつ

の進
しん

歩
ぽ

とともに、ますます身
み

近
ぢか

なものになってきたAI。
家
か

庭
てい

や工
こう

場
じょう

、公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

など、いろんなところで活
かつ

躍
やく

しているよ。

AIはこんなところに使
つか

われている!!

工
こう

場
じょう

ではAIを搭
とう

載
さい

したロボットがいっ
ぱい働

はたら
いているよ。最

さい
近
きん

はAI技
ぎ

術
じゅつ

の進
しん

歩
ぽ

により、自
じ

動
どう

的
てき

に物
もの

を見
み

分
わ

けたり、
人
ひと

のように柔
やわ

らかな動
うご

きをしたりする
ロボットも登

とう
場
じょう

。多
おお

くの製
せい

品
ひん

を、より
速
はや

く、より正
せい

確
かく

につくるためにがんばっ
ているんだ。

家
か

電
でん

製
せい

品
ひん

でもAIは大
だい

活
かつ

躍
やく

。夏
なつ

休
やす

みはルームエ
アコンの出

で
番
ばん

が増
ふ

えるけれど、最
さい

近
きん

はAIのお
かげで、体

からだ
が感

かん
じる少

すこ
し先

さき
の温

おん
度
ど

を予
よ

測
そく

しな
がら運

うん
転
てん

させることもできるようになったん
だ。温

おん
度
ど

を上
あ

げたり、下
さ

げたりする回
かい

数
すう

が減
へ

るので、便
べん

利
り

になっただけでなく、省
しょう

エネに
も役

やく
立
だ

っているよ。

AIの発
はっ

達
たつ

が進
すす

むと、たとえば、「無
む

人
じん

の
自
じ

動
どう

運
うん

転
てん

車
しゃ

が事
じ

故
こ

を起
お

こしたら、責
せき

任
にん

はどう取
と

るの?」など、いろいろな問
もん

題
だい

が起
お

きるよね。技
ぎ

術
じゅつ

の進
しん

歩
ぽ

を
めざす一

いっ
方
ぽう

で、これからは
AIとの付

つ
き合

あ
い方

かた
や利

り
用
よう

の
仕
し

方
かた

も、みんなでしっかり
と考

かんが
えなくてはいけないね。

監
かん

視
し

カメラは「映
えい

像
ぞう

」だけど、「音
おん

声
せい

」の世
せ

界
かい

でもAIは
がんばっているよ。マイク1本

ぽん
で録

ろく
音
おん

した、2 〜３人
にん

が
同
どう

時
じ

に話
はな

している音
おん

声
せい

を、一
ひとり

人ひとり聞
き

き分
わ

け、きれ
いな声

こえ
にして伝

つた
え直
なお

すという技
ぎ

術
じゅつ

も開
かい

発
はつ

。カーナビゲー
ションやエレベーターで、複

ふく
数
すう

の人
ひと

が話
はな

した声
こえ

を聞
き

き
分
わ

けることだって、できるようになるかもしれないね。

駅
えき

や空
くう

港
こう

など公
こう

共
きょう

の場
ば

には、安
あん

全
ぜん

を守
まも

るための監
かん

視
し

カメラが置
お

いてあること
は知

し
っているよね。こうしたシステム

にもAIが使
つか

われているよ。たとえば、
置
お

き忘
わす

れた物
もの

や長
なが

い間
あいだ

座
すわ

り込
こ

んだまま
の人

ひと
、フラフラしながら歩

ある
いている人

ひと

を見
み

つけ出
だ

して、事
じ

故
こ

や犯
はん

罪
ざい

を防
ふせ

ぐの
に役

やく
立
だ

っているんだ。

❶‌�「人
ひと

の目
め

のような

機
き

能
のう

」 で 部
ぶ

品
ひん

の

形
かたち

やつかむ位
い

置
ち

を確
たし

かめる

❷‌�「人
ひと

の 触
しょっ

覚
かく

のような

機
き

能
のう

」で 力
ちから

を感
かん

じ

ながら組
く

み立
た

てる

❶❷をAIでコントロール

◀置
お

き忘
わす

れをチェック

▼�ふらついている人
ひと

を

確
かく

認
にん

AIについて、もっと詳
くわ
しく知

し
りたい人

ひと
はこちらへ!

http://www.mitsubishielectric.co.jp/me/hello-ai/

AIをかしこく、
上
じょう

手
ず

に利
り

用
よう

しよう!

家
か

電
でん

製
せい

品
ひん

の性
せい

能
のう

をアップ!!

工
こう

場
じょう

で「ものづくり」に貢
こう

献
けん

自
じ

動
どう

車
しゃ

やエレベーターの電
でん

話
わ

にも

公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

で
みんなの安

あん

全
ぜん

を守
まも

る

この
QRコードから
アクセス

ハローエーアイ 検
けん
索
さく


